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会  議  の  要  旨 

会議の名称 第６回川越市介護保険事業計画等推進委員会 

開催日時 平成２３年２月９日（水） 

午後３時 開会 ・ 午後３時５５分 閉会 

開催場所 川越市総合保健センター 研修室 

議長氏名 委員長 小原 康史 

出席委員氏名 荻野副委員長、関口委員、若海委員、桐野委員、須賀委員、 

川口委員、倉嶋委員、松井委員、髙橋委員、中山委員、長峰委員、 

栗原委員、芝波田委員、木村委員、米原委員、中村委員、 

愛川委員、長田委員、小林委員 

欠席委員氏名 小野寺委員、髙田委員 

事務局職員氏名 小川福祉部長 

高齢者いきがい課：柳沢課長、石川副課長、内田主幹、千葉主査 

健康づくり支援課：佐藤課長、佐藤主任 

介護保険課：関根参事、久津間副課長、刀根主査、吉田主査、 

佐藤主査、（金田主任、野原主任、正田主事補） 

会議次第 １ 委嘱書の交付 

２ 開会 

３ あいさつ 

４ 報告事項 

５ 議事 

６ 事務連絡 

７ 閉会 

配布資料 １ 次第 

２ 第５回川越市介護保険事業計画等推進委員会会議の要旨・・（資料

１） 

３ 川越市高齢者等実態調査について・・（資料２） 

４ 日常生活圏域及び地域包括支援センター担当圏域の見直しについ

て・・（資料３・当日配布） 

５ 認知症高齢者に関する施策の取り組み状況等について・・（資料４・

当日配布） 

６ 計画の策定に関する分科会のイメージ・・（資料５） 

７ 計画の策定に関する分科会のイメージ・・（資料５修正版・当日配

布） 
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議 事 の 経 過 

１ 委嘱書の交付 

 

２ 開会 

   事務局による開会のあいさつ。 

 

３ あいさつ 

   小原委員長 

 

４ 報告事項 

（１）第５回川越市介護保険事業計画等推進委員会について 

事務局より、資料１「第５回川越市介護保険事業計画等推進委員会会議の要旨」を

用いて、第５回川越市介護保険事業計画等推進委員会の開催内容について報告。 

 

（２）川越市高齢者等実態調査について 

事務局より、資料２「川越市高齢者等実態調査について」を用いて、調査の経過に

ついて報告。 

 

５ 議事 

（１）日常生活圏域及び地域包括支援センター担当圏域の見直しについて 

事務局より、現在、６つの圏域に分かれている標記の件について、１圏域当たりの

高齢者人口の増加等の要因から、９つに見直すことについて、資料を用いて説明し

た。 

・圏域の見直しにより、１センターあたりの運営費等、財政的な裏付けについては問

題ないか。 

地域支援事業費については、介護保険特別会計の中で３％を上限として拠出でき

ることになっているが、平成２０年・２１年とも約２.１％未満となっているので、

センターが増えても上限の３％からは、相当の余裕がある状況である。 

 

   ・事務局案について承認してよいか。 

    （一同承認） 

 

（２）認知症高齢者に関する施策の取り組み状況等について 

事務局より、市内の認知症高齢者数や、施策の取り組み状況、今後の取り組みにつ

いて、資料を用いて説明した。 

・認知症サポーター養成講座を多くの方が受講しているが、修了した方はどんな活

動をしているのか。 

認知症サポーターは、認知症に関する正しい理解と知識を普及することを目的

としており、なかなか、次につながるというところへは行っていない。 

・参加者は、認知症の家族を抱えた方が対象か。 

特に家族に限定したものではなく、一般の方も多く参加しているようである。 

・養成講座に消防署員が参加したことがきっかけで、管内の各事業所について、火
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災時等に有益な具体的な指導をいただいたケースがあった。 

・このようなケースについて、担当者は把握しているか。 

  消防職員が参加した講座には、市職員も同席している。 

・小・中学校等の協力を得て、子供たちに理解を深めてもらい、地域で認知症高齢

者を支える環境をつくっていくことが必要だ。 

県・教育委員会の方針があるようで、調整が必要と思われる。 

・施設入所等により、重度化が進むことがあると聞くが、そのようなことがないよ

うに事業所に対して指導をしてほしい。 

実地指導により対応している。 

 

・事務局案について承認してよいか。 

（一同承認） 

 

（３）計画の策定に関する分科会の設置について 

事務局より、今後の計画策定をより効果的に進めるため、分科会を設置することに

ついて説明。 

 

・事務局案について承認してよいか。 

（一同承認） 

 

後日各委員に所属分科会の希望を取った上で調整することとした。 

 

（４）その他 

事務局より、第４回本委員会で審議された要介護高齢者手当支給事業について、平

成２２年市議会第４回定例会（１１月２５日開会）で条例改正案を上程し、可決承

認されたことが報告された。 

 

 

５ 事務連絡 

次回は４月以降を予定。日程は調整し、連絡させていただきます。 

 

 

６ 閉会 

 


